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西尾市公共施設再配置基本計画 資料編 

資料編 

１ 
    市民意識調査（公共施設関係分）結果 

      ～市民の皆さんが期待すること～ 

 

 

■市民意識調査（市民アンケート）の概要 

西尾市では、合併後の新たなまちづくりのため、旧市町の総合計画や西尾市・幡

豆郡三町合併協議会が策定した新市基本計画の考え方を踏まえ、新・西尾市として

はじめての行政運営の指針となる新しい総合計画を策定しています。 

新しい総合計画の策定にあたって、幅広く市民や関係団体等の意見や要望を聴き

取り、住民意向を反映した計画づくりを行うことを目的として、市民、団体・事業

所等を対象としたアンケート調査を平成 23 年 8 月に実施しました。 

ここでは、その中の公共施設関係分の回答結果を記載します。 

●調査概要 

○調査目的 第７次西尾市総合計画の策定にあたって、広く市民からの意見や要

望を聴き取り、市民の意向を反映した計画づくりを行うことを目的

として実施 

○調査対象 住民基本台帳をもとに１５歳以上の市民から無作為に抽出した 

５，０００人 

○調査方法 郵送による配布、回収 

○調査期間 平成２３年 8 月 

○回収状況 【配布数】５，０００票 【有効回収数】２，１１８票 

【有効回収率】４２．４％ 

○調査項目 １ 西尾市の暮らしやすさについて 

２ 市民参画・協働まちづくりについて 

３ 行財政運営と公共施設のあり方について 

４ 西尾市民病院について 

５ 環境保全について 

６ まちづくりに対する評価と期待 

７ あなたご自身について 

 

※第７次西尾市総合計画策定に向けた市民意識調査等の結果の全容については、西

尾のホームページ（http://www.city.nishio.aichi.jp/index.cfm/10,18507,103,482,html）

から閲覧できます。 
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行財政運営と公共施設のあり方～市民意識調査結果～ 

新しい西尾市が、今後も魅力的で市民の皆さんにとって暮らしやすいまちであり

続けるためには、健全な行財政運営を行っていくことが不可欠です。そこで、ここ

では今後の行財政運営と公共施設のあり方に対する皆さんの意見をお伺いしました。 

 

■優先的に取組むべき行財政運営の取り組み   

健全な行財政運営に向けて、優先的に取組むことは何だと思いますか？ ＜３つまでに○

印＞                               ＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優 先 的 に 取 組 む べ き 行 財 政 運 営 の 取 り 組 み で は 、 「 財 政 の 健 全 化 」 が 

２９．６％、「職員の給与等の適正化」が２９．２％、「職員数の削減」が２７．

４％と多くなっています。 

 

 

■日常生活でよく利用する公共施設  

西尾市では現在、以下のとおり様々な公共施設を管理運営しています。次の公共施設の

中で、あなたが日常生活でよく利用する公共施設を選んでください。 ＜あてはまるも

のすべてに○印＞                       ＜複数回答＞ 

29.6

29.2

27.4

22.2

20.5

19.6

19.3

17.1

14.6

13.4

10.5

8.1

7.6

7.1

5.5

3.6

3.1

1.7

6.0

0 5 10 15 20 25 30 35

財政の健全化

職員の給与等の適正化

職員数の削減

行政能力の高い人材育成

市民ニーズの把握

質の高い行政サービス提供

積極的な情報公開

職員、市民の意識改革

公共施設の見直し

 窓口サービスの向上

未利用財産の売却

外部監査の導入

外郭団体等の整理・統合

民間企業等への事業委託

市民参画･協働の推進

行政評価の導入･推進

補助金等の削減

その他

無回答

N=2,118

（％）
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日常生活でよく利用する公共施設では、「医療保健施設（市民病院、診療所、保

健センター、健康センターなど）」が４１．１％と最も多く、以下、「文化施設

（文化会館、図書館、勤労会館、歴史民俗資料館など）」が３５．７％、「行政施

設（市役所、水道庁舎、各支所、出張所）」が３３．５％、「環境施設（クリーン

センター、浄化センター、資源ステーションなど）」が３０．９％と続いています。 

 

■これから維持・充実していくべき公共施設 

あなたは、これからどの公共施設を維持・充実していくべきとお考えですか？ ＜３つ

までに○印＞                         ＜複数回答＞ 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.1

35.7

33.5

30.9

24.3

20.8

19.6

15.4

15.0

13.7

12.5

2.2

13.4

2.4

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

医療保健施設（市民病院、診療所、保健センター、健康センターなど）

文化施設（文化会館、図書館、勤労会館、歴史民俗資料館など）

行政施設（市役所、水道庁舎、各支所、出張所）

環境施設（クリーンセンター、浄化センター、資源ステーションなど）

社会教育施設（ふれあいセンター、公民館、婦人の家、青年の家など）

スポーツ施設（プール、体育館、野球場、テニスコートなど）

学校教育施設（小学校、中学校、看護専門学校、学校給食センター）

公園･緑地（八ツ面山公園、古川公園、矢作川緑地など）

観光施設（平原ゲンジボタルの里、道の駅にしお岡ノ山など）

子育て支援施設（幼稚園、保育園、子育て支援センター、児童館など）

福祉施設（総合福祉センター、高齢者交流広場、老人憩の家など）

防災施設（消防署、防災倉庫など）

特になし

無回答

N=2,118

（％）

48.1

35.4

31.4

22.0

21.7

20.8

12.3

12.2

11.9

10.9

10.2

5.3

6.6

3.0

0 10 20 30 40 50 60

医療保健施設

防災施設

福祉施設

公園･緑地

子育て支援施設

学校教育施設

スポーツ施設

行政施設

観光施設

文化施設

環境施設

社会教育施設

特になし

無回答
N=2,118

（％）
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これから維持・充実していくべき公共施設では、「医療保健施設」が４８．１％

と最も多く、以下、「防災施設」が３５．４％、「福祉施設」が３１．４％と続い

ています。 

 

■公共施設の統廃合に対する考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設の統廃合に対する考え方では、「現在管理されている公共施設を複合

化・多目的化することで公共施設の新設を抑制し、新たな市民ニーズにも対応でき

るような公共施設の効果的な活用を進めるべきである」が５４．３％と最も多く、

次に、「公共施設は建設費と維持管理費にたくさんの税金を使うため、原則として

公共施設の新設はせず、既存施設の長寿命化を図ることで、必要最小限までコスト

を減らすべきである」が３３．３％と多くなっています。 

 

現在、市が管理しているすべての公共施設を今後も維持・更新するためには巨額の財政

負担が必要になります。これから少子高齢化が進むことにより人口と税収（財源）が減

少する中で、次世代への財政負担を少しでも軽減するためには、公共施設の計画的な統

合（複合化・多目的化）や廃止が必要になると想定されますが、そのことに対して、あ

なたはどう思いますか？ ＜あなたの考えに最も近いもの１つに○印＞ 

公共施設の新設
を抑制し、新たな
市民ニーズにも

対応できるような
効果的な活用を
進めるべきであ

る
54.3%

原則として公共
施設の新設はせ
ず、既存施設の
長寿命化を図る
ことで、必要最小
限までコストを減

らすべき
33.3%

その他
2.5%

無回答
4.5%

現状維持を
図るべきである

2.4%

もっと増やす
べきである

3.1%
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■統廃合すべき公共施設 

仮に公共施設の統合や廃止を実施することになった場合、あなたは、どのような公共施

設から統合・廃止すべきと考えますか？ ＜３つまでに○印＞ ＜複数回答＞ 

 

統廃合すべき公共施設としては、「利用者の少ない公共施設」が６２．３％と最

も多く、以下、「耐震性・老朽化など施設の安全面に不安のある公共施設」が 

５７．３％、「同じような施設が市内に複数配置されている公共施設」が 

４１．８％、「人件費を含めた管理運営費が高額な公共施設」が４１．２％と多く

なっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公共施設の利用料について 

税収（財源）が減る中で公共施設を維持するためには、経営努力を行うことはもちろん

ですが、施設の大規模な修繕や建替えのための費用を利用料に上乗せしなければならな

い場合も想定されます。このことについて、あなたはどう思いますか？ ＜あなたの考

えに最も近いもの１つに○印＞ 

 

公共施設の大規模な修繕や建替え

に備えた利用料の上乗せに対する考

え方では、「受益者負担の原則から

利用者の負担が増えることは当然で

ある」が３９．０％、「利用者の負

担を増やすのであれば、施設を統

合・廃止した方がよい」が３０．

１％と多くなっています。 

62.3

57.3

41.8

41.2

26.1

18.8

2.2

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70

利用者の少ない公共施設

耐震性・老朽化など施設の安全面に不安のある公共施設

同じような施設が市内に複数配置されている公共施設

人件費を含めた管理運営費が高額な公共施設

利用対象者が限定されている公共施設

民間団体が経営する施設で同じサービスが提供されている公共施設

その他

無回答 N=2,118

（％）

N=2,118

税金や借金を

増やして費用を

負担すべきである

3.3%

よく分からない

20.0%

施設を統合・廃止

した方がよい

30.1%

その他

3.0%

利用者の負担が

増えることは

当然である

39.0%

無回答

4.6%
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■アウトソーシングについて 

行財政改革の一環として公務員の数が削減されていった場合、公共施設の効率的な管理

運営方法の一つとして、民間にできることは民間に任せるというアウトソーシングが考

えられます。このことについて、あなたはどう思いますか？ ＜あなたの考えに最も近

いもの１つに○印＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設の管理運営のアウトソーシングに対する考え方では、「次世代への財政

負担を軽減できるのであれば、アウトソーシングを進めるべきである」が 

３３．３％、「公共施設のサービスが低下しなければ、アウトソーシングを進める

べきである」が３０．３％と多くなっており、アウトソーシングを進めるべきであ

るという回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=2,118

公共施設は西尾市が

直接、管理運営すべき

なので、アウトソーシン

グは進めるべきではな

い

8.7%

民間団体は倒産などの

危険性があるため、ア

ウトソーシングは進め

るべきではない

2.8%

公共施設の管理運営

は西尾市でも民間団体

のどちらでもよい

16.7%

その他

2.0%
無回答

6.2%

次世代への財政負担を

軽減できるのであれ

ば、アウトソーシングを

進めるべきである

33.3%

公共施設のサービスが

低下しなければ、アウト

ソーシングを進めるべ

きである

30.3%
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